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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第50期

第３四半期累計期間
第51期

第３四半期累計期間
第50期

会計期間
自 2021年11月１日
至 2022年７月31日

自 2022年11月１日
至 2023年７月31日

自 2021年11月１日
至 2022年10月31日

売上高 (千円) 32,208,118 34,770,508 43,080,410

経常利益 (千円) 4,197,710 4,915,879 5,379,894

四半期(当期)純利益 (千円) 2,865,332 3,410,787 3,691,789

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,236,515 1,236,515 1,236,515

発行済株式総数 (株) 19,970,000 19,970,000 19,970,000

純資産額 (千円) 21,702,118 24,841,399 22,528,575

総資産額 (千円) 28,958,756 35,229,755 31,528,690

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 141.57 174.49 184.04

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 141.30 174.17 183.68

１株当たり配当額 (円) ― 12.50 25.00

自己資本比率 (％) 74.8 70.4 71.3
 

 

回次
第50期

第３四半期会計期間
第51期

第３四半期会計期間

会計期間
自 2022年５月１日
至 2022年７月31日

自 2023年５月１日
至 2023年７月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 14.21 26.08
 

(注) １　当社は関連会社を有しておりませんので、「持分法を適用した場合の投資利益」については記載しておりま

せん。

２　第50期の１株当たり配当額には、特別配当2.50円を含んでおります。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の内容、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が提出会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識してい

る主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はあり

ません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間（2022年11月１日～2023年７月31日）における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染

症の５類移行により景気回復が期待されましたが、ウクライナ情勢の長期化と円安基調、それに伴った度重なる物

価の上昇、原材料価格やエネルギー価格の高騰等、個人消費の回復には依然先行き不透明な状況が続いておりま

す。

このような状況のもと、当社におきましては、多雪だった日本海側でのスタッドレスタイヤの需要増加と、反対

に温暖な冬となった太平洋側での夏タイヤの販売好調に加え、第２四半期会計期間の夏タイヤの値上げに続いて、

当第３四半期会計期間には冬タイヤの値上げがあったことで、値上げ前駆け込み需要により、当第３四半期会計期

間も好調な業績で終えることができました。

この結果、当第３四半期累計期間の売上高は34,770百万円（前年同期比8.0％増）、営業利益は4,732百万円（前

年同期比18.7％増）、経常利益は4,915百万円（前年同期比17.1％増）、四半期純利益は3,410百万円（前年同期比

19.0％増）となりました。

品種別売上高の状況は、タイヤ・ホイールは30,005百万円（前年同期比8.6％増）、用品は2,454百万円（前年同

期比5.4％増）、作業料は2,309百万円（前年同期比2.8％増）となりました。また、販路別売上高の状況は、店舗売

上高は21,246百万円（前年同期比5.9％増）、本部売上高は13,524百万円（前年同期比11.4％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

① 資産の状況

当第３四半期会計期間末における資産は35,229百万円（前事業年度末比3,701百万円の増加）となりました。主

な変動要因は、現金及び預金5,708百万円の増加、売掛金1,464百万円の減少、商品463百万円の減少、前払費用

219百万円の増加、未収入金118百万円の減少及び有形固定資産146百万円の減少などによるものであります。

② 負債の状況

当第３四半期会計期間末における負債は10,388百万円（前事業年度末比1,388百万円の増加）となりました。主

な変動要因は、買掛金1,651百万円の増加、未払法人税等406百万円の減少、前受金142百万円の減少及びその他流

動負債340百万円の増加などによるものであります。

③ 純資産の状況

当第３四半期会計期間末における純資産は24,841百万円（前事業年度末比2,312百万円の増加）となりました。

主な変動要因は、利益剰余金2,677百万円の増加及び自己株式394百万円の増加などによるものであります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,800,000

計 60,800,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2023年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年９月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,970,000 19,970,000
東京証券取引所
プライム市場

株主としての権利内容に制限
のない、標準となる株式
（単元株式数　100株）

計 19,970,000 19,970,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2023年７月31日 ― 19,970,000 ― 1,236,515 ― 1,273,115
 

 
(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2023年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 376,200
 

―
株主としての権利内容に
制限のない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式19,584,000
 

195,840 同上

単元未満株式 普通株式 9,800
 

― 同上

発行済株式総数 19,970,000 ― ―

総株主の議決権 ― 195,840 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式4,000株(議決権40個)が含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式10株が含まれております。

３　当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年４月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

② 【自己株式等】

  2023年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社
フジ・コーポレーション

宮城県富谷市
成田一丁目７－１

376,200 ― 376,200 1.88

計 ― 376,200 ― 376,200 1.88
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(2023年５月１日から2023年７月

31日まで)及び第３四半期累計期間(2022年11月１日から2023年７月31日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年10月31日)
当第３四半期会計期間
(2023年７月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 816,319 6,524,746

  売掛金 3,615,071 2,150,372

  商品 9,622,548 9,159,103

  前払費用 773,307 993,187

  未収入金 1,461,241 1,342,733

  その他 119,653 54,937

  貸倒引当金 △19,782 △19,782

  流動資産合計 16,388,359 20,205,298

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 7,977,341 7,977,341

    減価償却累計額 △2,364,568 △2,611,671

    建物（純額） 5,612,772 5,365,669

   土地 3,059,515 3,059,515

   その他 9,691,812 10,254,618

    減価償却累計額 △5,246,358 △5,708,769

    その他（純額） 4,445,454 4,545,849

   有形固定資産合計 13,117,742 12,971,034

  無形固定資産 244,224 231,629

  投資その他の資産 1,778,364 1,821,792

  固定資産合計 15,140,331 15,024,456

 資産合計 31,528,690 35,229,755
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2022年10月31日)
当第３四半期会計期間
(2023年７月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 3,531,717 5,182,859

  未払法人税等 1,095,472 688,815

  賞与引当金 84,880 30,480

  前受金 925,684 782,794

  前受収益 1,032,861 1,033,879

  その他 967,465 1,308,134

  流動負債合計 7,638,082 9,026,963

 固定負債   

  退職給付引当金 305,208 328,305

  資産除去債務 243,618 245,691

  リース債務 569,358 544,673

  その他 243,847 242,722

  固定負債合計 1,362,032 1,361,393

 負債合計 9,000,114 10,388,356

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,236,515 1,236,515

  資本剰余金 1,273,115 1,302,860

  利益剰余金 20,354,284 23,031,939

  自己株式 △371,640 △766,216

  株主資本合計 22,492,275 24,805,098

 新株予約権 36,300 36,300

 純資産合計 22,528,575 24,841,399

負債純資産合計 31,528,690 35,229,755
 

EDINET提出書類

株式会社　フジ・コーポレーション(E03315)

四半期報告書

 8/15



(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 2021年11月１日
　至 2022年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年11月１日
　至 2023年７月31日)

売上高 32,208,118 34,770,508

売上原価 21,467,098 23,168,805

売上総利益 10,741,019 11,601,703

販売費及び一般管理費 6,753,290 6,868,977

営業利益 3,987,729 4,732,725

営業外収益   

 受取利息 3,654 3,956

 不動産賃貸料 20,960 41,760

 受取保険金 166,613 100,751

 その他 64,251 71,112

 営業外収益合計 255,478 217,579

営業外費用   

 支払利息 3,750 4,863

 不動産賃貸費用 8,060 10,726

 自己株式取得費用 32,787 3,596

 その他 898 15,238

 営業外費用合計 45,497 34,425

経常利益 4,197,710 4,915,879

特別利益   

 固定資産売却益 1,479 5,894

 特別利益合計 1,479 5,894

特別損失   

 固定資産除却損 3,968 ―

 特別損失合計 3,968 ―

税引前四半期純利益 4,195,221 4,921,774

法人税等 1,329,888 1,510,987

四半期純利益 2,865,332 3,410,787
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期累計期間

(自 2022年11月１日 至 2023年７月31日)

税金費用の算出方法 　税金費用については、当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期利益に当該見積実効税率を乗じて計算する

方法を採用しております。
 

 

(四半期貸借対照表関係)

特記すべき事項はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

売上高の季節的変動

前第３四半期累計期間（自　2021年11月１日　至　2022年７月31日）及び当第３四半期累計期間（自 2022年

11月１日 至 2023年７月31日）

当社の売上高は、冬季商品のスタッドレスタイヤ交換期にあたる第２四半期累計期間までに、売上高が著しく

片寄る季節的な傾向があります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る減価償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期累計期間
(自 2021年11月１日
至 2022年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年11月１日
至 2023年７月31日)

減価償却費 857,491千円 807,614千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 2021年11月１日 至 2022年７月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年１月28日
定時株主総会

普通株式 460,571 22.50 2021年10月31日 2022年１月31日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2022年３月18日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,000,000株の取得を行っております。

また、同取締役会決議に基づき、2022年７月25日付でこの期間に取得した自己株式1,000,000株の消却を実施し

ております。なお、当該自己株式の消却により、その他資本剰余金の残高が負の値となったため、利益剰余金か

ら資本剰余金への振替を行っております。

これらの結果、当第３四半期累計期間において、資本剰余金が117,950千円減少し、利益剰余金が723,649千円

減少し、自己株式が345,122千円増加しております。

 

当第３四半期累計期間(自 2022年11月１日 至 2023年７月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年１月30日
定時株主総会

普通株式 488,209 25.00 2022年10月31日 2023年１月31日 利益剰余金

2023年６月14日
取締役会

普通株式 244,922 12.50 2023年４月30日 2023年７月６日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

当社は、2023年６月14日開催の取締役会決議に基づき、自己株式266,900株の取得を行っております。この結

果、当第３四半期累計期間において、自己株式が449,616千円増加し、当第３四半期会計期間末において自己株式

が766,216千円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社は、カー用品等販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社は、カー用品等販売事業の単一セグメントであり、主要な顧客との契約から生じる収益を分解した情報

は、以下のとおりであります。

  (単位：千円)

 
前第３四半期累計期間
(自　2021年11月１日
至　2022年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自　2022年11月１日
至　2023年７月31日)

主要な財又はサービスの種類   

タイヤ・ホイール 27,632,165 30,005,745

用品 2,329,547 2,454,907

作業料 2,246,405 2,309,855

顧客との契約から生じる収益 32,208,118 34,770,508

外部顧客への売上高 32,208,118 34,770,508
 

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上

の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 2021年11月１日
至 2022年７月31日)

当第３四半期累計期間
(自 2022年11月１日
至 2023年７月31日)

(1)　１株当たり四半期純利益金額 141円57銭 174円49銭

　(算定上の基礎)   

　 四半期純利益金額(千円) 2,865,332 3,410,787

　 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 2,865,332 3,410,787

　 普通株式の期中平均株式数(株) 20,239,504 19,546,845

(2)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 141円30銭 174円17銭

　(算定上の基礎)   

　 四半期純利益調整額(千円) ― ―

　 普通株式増加数(株) 38,967 36,174

　 希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
　 当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在
　 株式で、前事業年度末から重要な変動があったもの
　 の概要

― ―

 

 
２ 【その他】

第51期（2022年11月１日から2023年10月31日）中間配当について、2023年６月14日開催の取締役会において、

2023年４月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

①　配当金の総額                               244,922千円

②　１株当たりの金額      　                     12円50銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 　 2023年７月６日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年9月13日

株式会社フジ・コーポレーション

取締役会  御中

有限責任監査法人トーマツ

仙　台　事　務　所
 

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 後　　藤　　英　　俊

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 澤　　田　　修　　一

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フジ・

コーポレーションの2022年11月1日から2023年10月31日までの第51期事業年度の第3四半期会計期間（2023年5月1日から

2023年7月31日まで）及び第3四半期累計期間（2022年11月1日から2023年7月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フジ・コーポレーションの2023年7月31日現在の財政状態並びに同

日をもって終了する第3四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において

認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

 
四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

　・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事

項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監

査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は

継続企業として存続できなくなる可能性がある。

　・　四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準

に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる

事項が認められないかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 
以  上

 
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社　フジ・コーポレーション(E03315)

四半期報告書

15/15


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第３四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

